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の楽曲で綴る 

イリュミネーション・イメージコンサート 

作曲家／プロデューサー 上田 益
す す む

 
 
コロナ禍のため2020年から中止されている神戸ルミナリエ。あ
の光が来年こそ私たちを迎えてくれることを願い、これまで神戸
ルミナリエ会場で流れていた楽曲を約1時間、演奏風景とイリュ
ミネーションや音楽の世界観をイメージした映像とで有料ライブ
配信するコンサートです。 
 
レクイエム・プロジェクト活動15周年記念プレ・コンサート 

・2022 / 12 / 3 Sat. 18:30 − 19:30 
・神戸ファッション美術館・オルビスホールから生演奏ライブ配信 
視聴券 税込1,000円＋カンフェティ手数料198円 / 枚 
配信後はアーカイブで７日間何度でも試聴可 

http://confetti-web.com/requiem-streaming/ 

※なお実際の神戸ルミナリエの映像は、著作権法上使用致しません。 
あらかじめご了承下さい。 

 
作曲家・上田益が1999年から21年と
いう歳月のなか、阪神・淡路大震災犠
牲者への祈りを込めて毎年大切に手が
けてきた楽曲は「神戸ルミナリエ」の会場
を訪れる人たちをいつも優しく包み込ん
できました。 
今回その音楽を神戸、東京、仙台などで活躍する声楽家

10人のほか、演奏の素晴らしさに定評のある長岡京室内アン
サンブル・メンバーなど一流演奏家とこれまで神戸ルミナリエ会
場音楽にも参加してきた神戸と東京の合唱団が演奏します。 
冬の夜のひと時、神戸からの配信コンサートへ是非お出かけ
下さい。 

＜作曲・指揮＞上田 益 
＜声楽アンサンブル＞ 

・ソプラノ︓本宮廉子(東京)、北爪かおり(神戸)、小野綾子(仙台) 

・アルト︓八川浩子(神戸)、横町あゆみ(東京)、室岡里菜(東京) 

 
 
 
 
 
 
 

 
・テノール︓眞木喜規(神戸)、鏡 貴之(東京) 
・バス︓小藤洋平(東京)、林 康宏(大阪) 
＜長岡京室内アンサンブル＞ 

・森 悠子、高木和弘、田中佑子、安積宜輝、中田美穂、 
野村朋亨、三井修平 ほか 

＜フルート＞水越典子 
＜オーボエ＞ 須貝絵里  
＜ハープ＞村上ひろみ  
＜合唱＞レクイエム・プロジェクト 神戸いのりのとき合唱団 

同 東京いのりのとき合唱団有志 
＜主催＞レクイエム・プロジェクト実行委員会  
＜共催＞神戸いのりのとき合唱団  

 
 

上田 益
すすむ

 プロフィール 
1956年大阪生まれ。京都市立芸
術大学音楽学部作曲専攻卒業。廣
瀬量平氏に師事。京都音楽協会賞
受賞。1980年度文化庁芸術家国内
研修員に選出され、東京において研
鑽を積む。1982年、関西での本格的
な活動を開始し、委嘱を含む数多くの
作品を作曲。1994年秋に拠点を東 
京に移し、クラシック音楽の作品のほか、広島アジア競技大会
「開会式」「閉会式」の音楽、長野オリンピック・公式楽曲
「WINTER FLAME」などのイヘント音楽や、NHKテレビの
番組用音楽をはじめ、「１リットルの涙」「黒革の手帖」などの
テレビドラマ、アニメなど様々なジャンルにおける創作活動を
行っている。 
 

1999年からは神戸ルミナリエの会場演出用音楽を、コロナ
禍で開催が見送りとなる2020年の前年まで毎年担当し、その
楽曲は約130曲。 

2005年からは阪神・淡路大震災犠牲者のための「追悼コン 

http://rkato.sakura.ne.jp/music/ongaku_hiroba_top.html
http://confetti-web.com/requiem-streaming/


 
レクイエム・プロジェクト https://www.requiem-project.com/_files/ugd/cb51c6_e606aa7858374bebbca2a0147bbaceaf.pdf 

 

サートいのりのとき」を神戸市内で毎年開催。「追悼と希望」
「大切ないのちへの思い」をテーマに、被災地・人・地域を歌
でつなぐ合唱プロジェクト「レクイエム・プロジェクト」を2008年
から神戸で始め、「レクイエム～あの日を、あなたを忘れない
～」(全音楽譜出版社刊)を作曲。以後その活動は自然災害
や戦災で傷ついた全国10箇所に広がり、現在も北いわて、仙
台、東京、神戸、兵庫県佐用町、広島、長崎の7箇所で継
続した活動を行う。 
 
海外にも「レクイエム・プロジェクト」は広がり、プラハ(2012)、
ウィーン(2014)、バチカン・イタリア(2016)、ポーランド(2019)で
の公演を成功に導く。特に2014年10月にはウィーンの聖シュ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テファン大聖堂において、拙作レクイエムが大聖堂史上初めて
の日本人作曲家のレクイエム演奏として大成功を収める。また
2016年には、バチカン教皇庁の特別な許可を得て、サン・ピエ
トロ大聖堂でのミサ、システィーナ礼拝堂、アッシジの聖フラン
チェスコ聖堂などにおいて「復興祈念、平和への祈り」と題した
レクイエム・プロジェクトのコンサートを行い、好評を博す。その
際アッシジで初演した「ミサ・ブレヴィス～平安への祈り～」(全
音楽譜出版社刊)は、フランシスコ教皇へ献呈する栄誉を教
皇庁より与えられた。 
合唱作品も多く、現在ラテン語や日本語テキストによる23タ
イトルの合唱作品が、全音とカワイ出版から刊行されている。 

ホームページ  https://www.composer-ueda.com/ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

https://www.requiem-project.com/_files/ugd/cb51c6_e606aa7858374bebbca2a0147bbaceaf.pdf
https://www.composer-ueda.com/

